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ブラジル等訪問団派遣についての議長声明 

 

 今回のブラジル連邦共和国等への訪問団派遣については、令和５年７月１０日の

本会議において議決されているところでありますが、いろいろご意見をいただいて

おります。今般、費用の精査に一応の目処が付きましたので、この機会に改めて今

回の訪問団派遣の詳細についてご説明申し上げ、ご理解を賜りたいと考えます。 

 

１ 必要性及び目的について 

  今回の派遣は、議員の海外派遣取扱要領の１の（４）「外国又は外国の地方公

共団体もしくは公共的団体等との友好交流推進のために訪問するとき」に当たる

ものです。これは、相手方からの招待に応じ、執行部とともに参加するもので、

派遣期間、訪問先、行程の概要は執行部から提示されております。その点におい

て、議員自らが、県政運営上の重要事項又は議会の制度運営に関する海外の事例

等の視察・調査を企画する「視察」（海外派遣取扱要領の１の（１））とは異な

っています。 

  今回の主たる派遣目的は、それぞれ、パラグアイ香川県人会、ブラジル香川県

人会、ハンティントン財団からの招待あるいは招請に応じ「パラグアイ香川県人

会創立５０周年記念式典」、「ブラジル香川県人移住１１０周年記念式典」に出

席し、祝意を表するとともに同各県人会との意見交換を通じて同各県人会や移住

者との友好親善関係を強化すること、本県の栗林公園と姉妹庭園協定を締結して

いるハンティントン財団庭園を訪問して両庭園の友好関係を強化することにあ

ります。また、あわせて在外公館等の公的機関、日系経済団体等を訪問し、香川

県とパラグアイ、ブラジル及びロサンゼルスそれぞれの都市との経済社会交流の

展開につなげることとしております。 

 本県においては、かねてから県政運営の基本方針として「みんなでつくるせと

うち田園都市・香川」実現計画を定め、その中で「国際化の推進」を掲げており、

その一環として、海外の県人会との交流を深め、情報交換や人的交流を促進する
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などして関係を強化することに努めているところであります。パラグアイ香川県

人会からは本年５月に、ブラジル香川県人会からは本年６月に、それぞれ招待状

をいただいており、ハンティントン財団からは、昨年７月に南カリフォルニア香

川県人会会長が本県知事を表敬訪問された際、同会長を介して同財団の日本庭園

に丸亀市の古民家を移築するプロジェクトが完成する本年秋頃に本県から代表

団を派遣して貰いたい旨の要請を受け、本年７月に正式に招待状をいただいてお

ります（別紙３参照）。これらの招待に応じることは国際的礼儀に適うことでも

あり、また、本県の基本方針である「国際化の推進」にも資するものでもありま

す。なお、ハンティントン財団庭園への訪問については、南米の記念行事への出

席の際の経由地であることから、別々の時期に訪問するのではなく、南米の記念

行事に併せて訪問することが、より経費の節減に資すると判断したものです。 

 ちなみに、平成２９年１１月１７日に当時の知事を被告として、高松地方裁判

所に訴訟提起された４件の海外派遣に関する不当利得返還等請求事件の判決（令

和４年１月８日確定）においても、海外の県人会の式典への参加及び関連する施

設・機関等への訪問や視察については、派遣目的との関連性や合理性は否定され

ておりません。なお、同様の議員等の海外派遣は他県でも行われているところで

もあります。 

 

２ 費用について 

  今回の派遣が議決された時点で想定されていた費用は総額約２１０５万７４

００円、一人当たり約２６３万円（派遣議員８名）でありましたが、当時から、

これはあくまでも旅行会社の見積もりによる概算であり、実際の費用額は今後の

詳細な精査によって確定される旨申し上げてまいりました。しかし、その後、あ

たかもその概算額が決定額のように取り扱われ、それを前提に各方面からいろい

ろ批判的なご意見をいただいたところであります。今般、一応その精査に目処が

付き、議員一人あたり約１８８万円、総合計約１１２５万円となり、当初額と比

べると議員一人あたりで約７５万円、総額で約９８０万円の減額となりました。 
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 ちなみに、令和元年１１月のペルー日本人移住１２０周年記念行事（３泊７

日）、平成２８年９月のパラグアイ日本人移住８０周年記念式典等（８泊１１日）

の際の議員一人当たり費用は、それぞれ、約１６８万円、約１６４万円でありま

した。当時の為替レートが令和元年は１ドル約１０９円、平成２８年は１ドル約

１０２円であったのに対し、現在は１ドル約１４６円となっている状況を勘案す

ると、今回（６泊１０日）の議員一人当たり費用約１８８万円は妥当なものと考

えます。なお、裁判の対象となった平成２８年９月のパラグアイ日本人移住８０

周年記念式典等については、既に申し上げたとおり式典への参加及び関連する施

設・機関等への訪問や視察は、返還の対象とはなっておらず、今回の行程及び費

用は判例の範囲内のものであると考えております。 

  なお、宿泊費については、計画作成時の案では客室の等級がプレミアムあるい

はエグゼクティブなどとなっておりましたが、実際は、パラグアイ（アスンシオ

ン）、ブラジル（サンパウロ）においては、現地の治安状況、式典会場との距離

等に基づいてそれぞれの県人会から推薦いただいたホテル、アメリカ（ロサンゼ

ルス）においても県人会の推薦を受け、県人会との懇談会場と同一のホテルとし

た上で、客室の等級はいずれもスタンダードであります。 

 

３ 派遣議員数について 

  派遣議員数は当初８名でありましたが、現時点では６名となっています。派遣

議員数は議長又は代理１名で足りるとするご意見もいただきましたが、ブラジル

香川県人会からは、大勢の県議会議員にご臨席いただきたいとの上申書を本年９

月にも再度いただいております（別紙３ ２ページ参照）。過去の例を見ると例

えばブラジル香川県人会移住１００周年記念式典では、式典参加者３０６名、懇

談会５４名となっているなど、極めて多数の方々が参加されることが通例であり

ます。そして、それら多数の出席者が数個のテーブルに分かれて懇談することに

なりますので、派遣の実を上げるためにはそれなりの議員数を要するものと考え

ます。 
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４ 日程・行程について 

 今回の派遣日程は１１月１０日（金）から同月１９日（日）までとなっており

ますが、この日程についても、一部からロサンゼルスの３日間は不要であるとの

ご意見をいただいております。しかし、ハンティントン財団庭園訪問の経緯は既

に申し上げたとおりでありますので、その訪問が不要であるとのご意見は当を得

ないものと考えます。 

 また、全体の日程についても、別紙１の行程表記載のとおり、今回の派遣目的

に添った視察、訪問等が密に組まれており、機中泊も３泊あるなど、移動時間及

びその隙間の時間以外にいわゆる自由時間が生じる余裕はありません。さらに、

外務省の海外安全情報のホームページによると、サンパウロ及びアスンシオンの

危険レベルは「レベル１：十分注意してください」となっており、自由に外出で

きる状況にはありません。各県人会の周年記念行事及びハンティントン財団庭園

訪問以外の視察、訪問の具体的な趣旨目的は別紙２の活動趣旨・目的一覧表記載

のとおりであります。 

 今後も、より一層今回の派遣目的に添う活動内容となるよう努めて参ります。 

 

 

令和５年９月１５日 

 

香川県議会議長 新 田 耕 造 



                             

行 程 表 

 

現時点の訪問先 

日程 訪問地 内容 

11/11（土） 

アスンシオン 

（パラグアイ） 

日系社会福祉センター（※） 

日本・人造りセンター等訪問（※） 

11/12（日） パラグアイ香川県人会創立 50 周年記念式典 

パラグアイ香川県人会創立 50 周年記念祝賀会 

パラグアイ香川県人会員企業等訪問（※） 

11/13（月） JICA パラグアイ事務所訪問 

在パラグアイ日本国大使館訪問、大使との昼食会 

在パラグアイ日本商工会議所訪問 

11/14（火） 

サンパウロ 

（ブラジル） 

ブラジル日本移民開拓先没者慰霊碑献花・参拝 

在サンパウロ日本国総領事館訪問（※） 

ジャパン・ハウス・サンパウロ訪問（※） 

ブラジル香川県人会員農場訪問 

ブラジル香川県人会との夕食会 

11/15（水） ブラジル香川県人移住 110 周年記念式典 

ブラジル香川県人移住 110 周年記念昼食会 

11/16（木） 

ロサンゼルス 

（アメリカ） 

南カリフォルニア香川県人会との懇談会 

ジャパン・ハウス・ロサンゼルス訪問 

Tokyo Central 訪問（※） 

11/17（金） 在ロサンゼルス総領事館訪問 

全米日系人博物館訪問 

ハンティントン財団庭園訪問 

在ロサンゼルス総領事との夕食会 

 

※調整中の行程を含み、訪問先を含めて変更になる可能性があります。 

別紙１ 



日付 場所 活動内容 趣旨目的

1 １１／１１（土）
アスンシオン
（パラグアイ）

日系社会福祉センターの視察

日系社会福祉センターは，移住一世世代の高齢化対策として，パラグアイ香川県人会初代会長故笠松尚一氏のご尽力により，神内
国際交流事業団（現公益財団法人日本国際協力財団），日本全国老人クラブ連合会の協力により平成７年に建設された施設で，パ
ラグアイにおける日系高齢者に対する福祉・医療活動の拠点の一つとなっています。海外の県人会では，いずれも，会員の高齢化
が進んでおり，福祉や医療が適切に提供されることが重要になっています。そこで，本県議会として，パラグアイにおけるその実
情を把握し，本県から支援，協力するべき課題があるかどうか，あるとすればどのような支援，協力が可能なのかを検討すること
を目的としております。

2 １１／１１（土）
アスンシオン
（パラグアイ）

日本・人造りセンターの視察

同センターはアスンシオン市役所付属の総合文化施設で，昭和６３年に日本の無償資金協力により建設されました。日本大使館主
催の日本文化紹介イベントなどが開催され，日本パラグアイ交流展では，本県から本県を紹介する資料やポスター，伝統工芸品等
を提供し，パラグアイ香川県人会に本県のＰＲをしていただいてきております。このような経緯を踏まえ，同センターを視察し，
関係者から現状の説明を受けるなどして，パラグアイにおいて本県に関する情報をより効果的に発信し，本県産品の輸出の増大，
観光客誘致につなげる政策を検討する際の一助とすることを企図しております。

3 １１／１３（月）
アスンシオン
（パラグアイ）

ＪＩＣＡパラグアイ事務所の訪問
パラグアイにおけるＪＩＣＡの活動状況や現地状況について説明していただき，今後，パラグアイ香川県人会及び本県として，ど
のような連携，協力が可能なのかを検討することとしています。

4 １１／１３（月）
アスンシオン
（パラグアイ）

在パラグアイ日本国大使との懇談，
昼食会

在パラグアイ日本国大使から，パラグアイの情勢やパラグアイと日本との関係についてご説明を受けるとともに，パラグアイ香川
県人会や本県に対する要望があればそれをお聞きし，それに基づいて，今後のパラグアイ香川県人会の活動，それに対する本県の
支援，協力のあり方等を検討したいと考えております。

5 １１／１３（月）
アスンシオン
（パラグアイ）

在パラグアイ日本商工会議所訪問

同会議所は，日系企業を主とする約５０の会員で構成されている経済団体で，パラグアイ香川県人会初代会長故笠松尚一氏が初代，
第３代ないし１４代の会頭を務められました。パラグアイにおける日系企業を取り巻くビジネス環境，その中で，日系企業がどの
ような形で進出し，業績を上げているか等についてご説明をいただき，今後県内の海外進出支援策や貿易振興策の検討を行う際の
参考とすることを目的としています。

6 １１／１４（火）
サンパウロ
（ブラジル）

ブラジル日本移民開拓先没者慰霊碑参拝
同慰霊碑は，ブラジル日系社会の礎となられた先駆移民の方々の霊を慰めるため，サンパウロ市のイビラプエラ公園内に建立され
たもので，ブラジル日本移民の精神的拠点となっています。先駆けとして移民された方々のご苦労に思いを馳せるとともに，その
ご功績をたたえ，感謝の意を表すため参拝，献花するもので，県人会も強く希望されているところでもあります。

7 １１／１４（火）
サンパウロ
（ブラジル）

在サンパウロ日本国総領事館訪問
サンパウロには世界最大規模の日系コミュニティがあり，南米最大のビジネス拠点でもあります。そこで，在サンパウロ日本国総
領事館を訪問し，サンパウロの情勢や同市民の日本に対する思い等についてご説明を受けた上，香川県人会あるいは本県との協力，
連携のあり方等について意見交換することを目的としています。

8 １１／１４（火）
サンパウロ
（ブラジル）

ジャパン・ハウス・サンパウロ訪問

この施設は，戦略的対外発信の強化に向けた取り組みの一環として外務省が世界の３か所に設置したものの一つで，展示スペース
のほか，レストラン，ショップ等商業スペースも備えています。同施設がサンパウロ市民にどのように受け入れられており，彼ら
が日本のどのような文化，製品に関心を持っているかを確認し，今後の本県産品の輸出，本県への観光客誘致のための情報発信の
あり方等を検討する際の一助とすることを目的としています。

別紙２



日付 場所 活動内容 趣旨目的

9 １１／１４（火）
サンパウロ
（ブラジル）

ブラジル香川県人会員が経営する
花卉農場訪問

海外技術研修員として本県で花卉栽培を学んだブラジル香川県人会員がサンパウロ近郊で経営する花卉農場を見学するとともに経
営者と懇談し，本県における海外技術研修員制度の効果を確認することにより，今後，海外研修員制度の効果をより向上させるた
めの政策を検討する際の一助とすることを目的としています。

10 １１／１６（木）
ロサンゼルス
（アメリカ）

南カリフォルニア香川県人会との懇談会

同県人会会長國宗奈緒美氏にハンティントン財団庭園からの招待を仲介していただいたことから，同財団庭園を訪問する機会に同
県人会との懇談会を催すこととなったものです。平成２８年に創立１００周年を迎えられた同県人会も高齢化が進んでいることか
ら，議会として，懇談を通じて高齢化の現状，日系高齢者に対する福祉，医療提供の現状を把握することにより，今後の本県の支
援，協力のあり方を検討する際の一助とすることを目的としています。

11 １１／１６（木）
ロサンゼルス
（アメリカ）

ジャパン・ハウス・ロサンゼルス訪問
ジャパン・ハウス・サンパウロと同様の施設で，訪問時期には国立工芸館で開催され好評だった「ポケモン×工芸展」の開催中
であることから，日本の企画がアメリカ国民にどのように受け入られているかを確認し，今後の本県への観光客の誘致や本県産
品のＰＲのあり方を検討する際の一助とすることを目的としています。

12 １１／１６（木）
ロサンゼルス
（アメリカ）

Ｔｏｋｙｏ Ｃｅｎｔｒａｌ
（ロサンゼルスの日系スーパー）視察

同スーパーマーケットは，本年７月２７日に「香川県産品の海外への販路拡大等に関する連携協定」を本県と締結した株式会社
パン・パシフィック・インターナショナルホールディングスがロサンゼルスで経営している全米最大級のスーパーマーケットで
あることから，同店を視察して日本製品に対する好み，要望等を把握することにより，今後の海外における本県産品の展開につ
いて検討する際の一助とすることを目的としています。

13 １１／１７（金）
ロサンゼルス
（アメリカ）

在ロサンゼルス総領事館訪問，
総領事との夕食会

北米最大の日系企業の進出地である南カリフォルニアの情勢や各県県人会の現状等についてご説明いただき，香川県人会と本県
との連携，協力のあり方，本県への観光客の誘致，本県産品の展開等について意見交換し，今後の政策に反映させることを目的
としています。

14 １１／１７（金）
ロサンゼルス
（アメリカ）

全米日系人博物館訪問

同施設は，日系アメリカ人の歴史と体験を伝えるアメリカ初の博物館として，日系アメリカ人に関する遺物や写真，フィルム，
文書等が広く収集展示されており，戦中，戦後にかけての日系人のご苦労を偲ぶための貴重な施設であります。その訪問は県人
会も強く要請されているところでもあり，展示品を前に担当の方から説明をしていただき，これまでのご苦労をより深く認識，
理解することにより，南カリフォルニア香川県人会と本県との交流をより実のあるものにすることを考えています。

 












